
高齢者への地震動による心理学的・生理学的影響

1.はじめに
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地震時の人への影響に関する研究は、須藤らによって地震に対する意識調査及び心理に

ついて学生を対象に行われており、また中島らによって人間の心理・行動に関するアンケ

ートが行われている。しかし、高齢者層を対象とした地震動による心理・生理的影響につ

いては十分な研究がされているとは言い難い。一方、高齢者を対象にした建部らの研究で

は、振動予告による問題や、年齢層別、性別の違いによる人体への影響を明らかにするこ

とを目的として観測地震波を用いた振動実験が行われた。しかし、地上波を使用したため

体感振動が弱い、振動実験に対する予期不安による影響の問題が報告されており、それら

の改善を行った上で更に精度の高いデータを得る必要がある。また、緊急地震速報の猶予

時間による人への影響についても十分な研究がなされていない。

そのため、本研究では集合住宅高層階を想定した地震動が、高齢者に対して心理的・生

理的にどのように影響するのかを明らかにすることを目的とする。また、緊急地震速報の

告知から振動体験までの猶予時間による心理的・生理的変化を明らかにし、緊急地震速報

の受信から経過時間に余裕がある場合の効果を検討する上での基礎資料を得る。

本研究ではまず昨年の研究からの実験改善点の抽出を行い、実験計画及び実験測定項目

を決定する。その後、予備実験を実施、実験計画に問題がないことを確認したうえで、必

要に応じて実験計画の見直しを行う。その後本実験を実施し、得られた計測データから生

理学的、心理学的な分析・考察を行う。

2. 実験概要

2.1実験環境

実験用居室は、振動台縦 3.6m X横 3.6m上に積載荷重約 2tの実験用居室を

(L:3.6m/W:3.6m/H:2.4r.n)を製作、居室はダイニングを想定し、食器棚やテーブル・椅子

等の家具等を配置して臨場感を演出した。実験に使用する地震波は、地上での震度 7の兵

庫県南部地震で計測された地震波をベースに、 RC造 10階を想定した約 l分の揺れ時間の地

震波を作成した。

2.2実験手順と測定項目

実験用居室内には一人ずつ入室してもらい、実験を行う。緊急地震速報から振動体験ま

での猶予時間を 0秒と 15秒の 2種類として被験者群を分けた。測定は、生理測定、心理測

定、感覚測定、ビデオ撮影の4項目である。

①生理測定

生理測定は被験者の恐怖感やストレスの数値化を行うために被験者の血圧・心拍数及び

唾液アミラーゼ、の計測を行う。まず、予期不安解消のため振動実験開始の 15分後に l匝

目の計測を行い、次に振動実験直後に 2回目の計測を行う。また、後日の安静時に 3回

目の計測を行う。なお、被験者 63名のうちの 10名は心電園の計測を行う。

②心理測定

振動体験時の被験者の生理的変化や行動と性格との関連性の分析を行うため、振動体験
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の別日に被験者の気分状態を評価するエゴ、グラム及び POMS、STAIの心理テストを行う。

また、振動体験前後に STAI及び地震に関する意識調査 (4段階と 8段階)を行う。

③感覚測定

振動実験の揺れを体験した後に揺れに対する評価を 5段階評価で回答してもらう。感覚

測定は 5項目である。

④ピデオによる行動観察

本実験の概要を以下に示す。

0日時:2011年 11月 21日'"'-'12月 13日

O場所:愛知工業大学耐震実験センター

0地震波:1回の揺れ時聞が約 1分、高層階居住を想定した地震波を体験する。

O被験者姿勢:椅子座

0被験者概要:63名(内訳:若年者 32名、高齢者 31名。内、男性42名、女性 21名)
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3.実験結果

3.1血圧・心拍・唾液アミラーゼ

被験者全体の唾液アミラーゼの値については振動体験後に上昇する傾向にある。平均血

圧値は振動体験後において拡張期 (pく0.05)、収縮期 (pく0.01)で図 1に示すように優位に

上昇する。平均心拍数については実験前後において上昇する傾向が見られた。また、 STAI

の平均得点は振動体験後において、図 2に示すように有意に下降 (pく0.01)する。

図3は実験前後の被験者全体の意識調査アンケートの平均値を示している。「緊急地震速

報の必要性J、「地震に対する恐怖感j、「地震対策の必要性」、「防災訓練の必要性」、の項目
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という考で意識の向上が見られた。

えが改まる傾向にある。

図4は被験者全体の振動体験に対する感覚評価を調査した結果である。「揺れの大きさ」

については「とても大きしリ、「揺れの強さ」については「とても大きい」、「恐怖感Jにつ

いては「かなり感じる」という回答が多い傾向にあり、「体感時間Jについては被験者の性

格によりばらつきがある傾向にある。

また「地震時にガスコンロやストープの火が消せる」

4.分析・考察

図 5は収縮期血圧を年齢層別に比較したものである。若年者群 (pく0.05)、高齢者群

(pく0.01) ともに振動体験後の収縮期血圧が有意に上昇している。また、高齢者群の上昇

量は若年者群と比較して有意に高く (pく0.05)、若年者群に比べて生理的な影響が大きい事

が考えられる

図6は猶予時間別の STAI(状態不安)の平均得点を比較したものである。振動までに 15

秒の猶予があった被験者群について値が有意に下降 (pく0.01) している。このことから十

分な猶予を持って緊急地震速報が伝われば心理的な負担を減らせる事ができると考えられ

る。
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図7は年齢層別の感覚評価を比較したものである。高齢者群より若年者群の恐怖感が有

意に強く (p<0.05)、体感時間も有意に長く (pく0.01)感じている。このことから高齢者群

の方が振動時に心理的余裕があることが考えられる。

図8は男女別の実験環境に対する感覚評価を比較したものである。男性群より女性群の

方が揺れの強さを有意に強く (pく0.05)感じており、恐怖感も強い傾向にある。このこと
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から男性よりも女性の方が振動体験時に心理的な負担が大きいことが考えられる。
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図9は地震時にとる行動の優先順位の平均を年齢層別に比較したものである。高齢者群、

若年者群ともに振動体験後に動かない(何もしない)の優先順位が上昇する傾向にある。

強い振動体験によって、即座に避難行動を取ることが困難で身の安全をはかる為にその場

で様子を見るべきと判断したものと考えられる。

図 10は若年者群の ACの値が高い場合と低い場合の平均心拍数を比較したものである。

ACとはエゴグラムの性格診断で分かる従順な子供の心のことで、 ACが高いとストレスを抱

え込みやすい性格と言える。

また、 ACの値が高い場合振動体験後に心拍数が上昇する傾向にあり、 ACの値が低い場合

は心拍数が下降する傾向が見られる。このことから ACの値が高い被験者群には振動体験に

よるストレスが、 ACの値が低い被験者群よりも大きく影響し、結果として心拍数の上昇に

繋がっていることが考えられる。

図 10年齢層別地震時優先順位図9

5. まとめ

今回、高齢者への心理学的・生理学的影響を明らかにする目的で、建物の高層階居住を

想定した振動実験を行った。主な結果は以下の通りである。

生理的変化については、血圧値が振動体験後に上昇し、収縮期血圧の変化量が多い傾向

にある。

心理的変化については、 STAI(状態不安)の被験者全体の傾向を見ると振動直前から振

動直後にかけて状態不安得点が下降する。

また、高齢者の特徴としては、若年者より血圧が高い傾向にあり、実験後の上昇量も高

い傾向にある。若年者より唾液アミラーゼの値が高く、上昇量も多い傾向にあるが、一方

で個人差が大きい。振動体験による恐怖感については若年者よりも小さい傾向にある。こ

のように高齢者は心理的な変化が少ない反面、生理的な変化が若年者よりも大きい結果と

なった。よって、心理的な余裕が若年者よりもあるため、生理的負担を補うためにも地震

時の対応を周知させることが重要である。

猶予時間による特徴としては、状態不安を示す STAIの値は直前の場合に若干上昇する傾

向にあるが、猶予時間 15秒の場合は下降する。

性格による特徴としては、従順な子供の心を示すACの値が高いと振動体験後に心拍数が

上昇する傾向にあり、 ACの値が低いと心拍数が下降する傾向にある。
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